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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムにおいてアップリンク同期化を遂行する方法であって、
　前記方法は、使用者機器（ＵＥ）によって実行され、
　前記方法は、
　前記ＵＥからネットワークにランダムアクセスプリアンブルを伝送することと、
　前記ＵＥにおいて前記ネットワークから、臨時ＵＥ識別子と、前記ネットワークとのア
ップリンク同期化のための時間補正値とを含むランダムアクセス応答を受信することと、
　前記時間補正値を受信したことに応答して、前記ＵＥにおいて、第１タイマを開始する
ことと、
　前記ランダムアクセス応答を受信した後に、前記ＵＥにおいて、第２タイマを開始する
ことと、
　前記ＵＥにより、競合解決が成功しているかどうかを決定することであって、前記第２
タイマが満了する場合に前記競合解決は成功していない、ことと、
　前記競合解決が成功していない場合に、前記ＵＥにおいて、前記第１タイマを中断する
ことと
　を含む、方法。
【請求項２】
　前記第１タイマは、時間同期タイマである、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
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　前記第２タイマは、競合解決タイマである、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＵＥにより、固有識別子を含むスケジューリングされたメッセージを伝送すること
と、
　前記固有識別子に関連する競合解決識別子を含む競合解決メッセージを受信したときに
、前記ＵＥにおいて、前記第２タイマを中断することと
　をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記スケジューリングされたメッセージが前記ＵＥから伝送されると、前記第２タイマ
が開始される、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記ランダムアクセス応答は、アップリンク無線資源割当をさらに含み、前記スケジュ
ーリングされたメッセージは、前記アップリンク無線資源割当において伝送される、請求
項４に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＵＥは、前記競合解決識別子が前記固有識別子と一致する場合に前記競合解決が成
功していると決定する、請求項４に記載の方法。
【請求項８】
　前記臨時ＵＥ識別子は、臨時Ｃ－ＲＮＴＩ（Ｃｅｌｌ－Ｒａｄｉｏ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　
Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）である、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　無線通信システムにおいてアップリンク同期化を遂行する使用者機器（ＵＥ）であって
、
　前記ＵＥは、ＲＦ（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）部を備え、
　前記ＲＦ部は、
　ネットワークにランダムアクセスプリアンブルを伝送することと、
　前記ネットワークから、臨時ＵＥ識別子と、前記ネットワークとのアップリンク同期化
のための時間補正値とを含むランダムアクセス応答を受信することと、
　前記時間補正値を受信したことに応答して、前記ＵＥにおいて、第１タイマを開始する
ことと、
　前記ランダムアクセス応答を受信した後に、前記ＵＥにおいて、第２タイマを開始する
ことと、
　競合解決が成功しているかどうかを決定することであって、前記第２タイマが満了する
場合に前記競合解決は成功していない、ことと、
　前記競合解決が成功していない場合に、前記ＵＥにおいて、前記第１タイマを中断する
ことと
　を実行するように構成されている、ＵＥ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信に関し、より詳しくは、無線通信システムにおいてアップリンク同
期化を遂行する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＷＣＤＭＡ(Wideband　Code　Division　Multiple　Access)無線接続技術に基づく３Ｇ
ＰＰ(3rd　Generation　Partnership　Project)移動通信システムは、全世界で広範囲に
展開している。ＷＣＤＭＡの最初進化段階と定義することができるＨＳＤＰＡ(High　Spe
ed　Downlink　Packet　Access)は、中期的な(mid-term)未来で高い競争力を有する無線
接続技術を３ＧＰＰに提供する。然しながら、使用者と事業者の要求事項と期待が持続的
に増加しており、無線接続技術開発が進行しているため、今後競争力を有するためには３
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ＧＰＰにおける新しい技術進化が要求される。ビット当たり費用減少、サービス可用性増
大、融通性のある周波数バンドの使用、単純構造と開放型インターフェース、端末の適切
なパワー消耗などが要求事項となっている。
【０００３】
　一般的に一つの基地局には一つ以上のセルが配置される。一つのセルには多数の端末が
位置することがある。一般的に端末が網(network)に接続するためにランダムアクセス過
程を経る。端末がネットワークにランダムアクセス過程を遂行する目的は、１)初期接続(
initial　access)、２)ハンドオーバー(Handover)、３)無線資源要請(Scheduling　Reque
st)、４)時間同期(timing　synchronization)などがある。これは一例に過ぎず、ランダ
ムアクセス過程を遂行する目的はシステムによってその数や内容が変わってもよい。
【０００４】
　ランダムアクセス過程は、競合基盤ランダムアクセス過程(Contention　based　random
　access　procedure)と非競合基盤ランダムアクセス過程(Non-contention　based　rand
om　access　procedure)に区分されることができる。競合基盤ランダムアクセス過程と非
競合基盤ランダムアクセス過程との最も大きい相違点は、ランダムアクセスプリアンブル
(Random　access　preamble)が一つの端末に専用(dedicated)に指定されるか否かに対す
ることである。非競合基盤ランダムアクセス過程では、端末が自分にのみ指定された専用
ランダムアクセスプリアンブルを使用するため、他の端末との競合(または衝突)が発生し
ない。ここで競合とは、二つ以上の端末が同じ資源を介して同じランダムアクセスプリア
ンブルを使用してランダムアクセス過程を試みる時発生する。競合基盤ランダムアクセス
過程では、端末が任意に選択したランダムアクセスプリアンブルを使用するため、競合可
能性が存在する。
【０００５】
　ＯＦＤＭ(Orthogonal　Frequency　Division　Multiplexing)基盤の無線通信システム
においては、使用者間の干渉を最小化するために端末と基地局との間の時間同期を合わせ
ることが重要である。ランダムアクセス過程は、アップリンク同期化(uplink　synchroni
zation)のために遂行する。ランダムアクセス過程の間、端末は基地局から伝送される時
間補正値(time　alignment　value)を介して時間同期を合わせる。アップリンク同期化が
行われると、端末は時間同期タイマ(time　alignment　timer)を作動させる(run)。時間
同期タイマが作動中であると、端末と基地局はお互いにアップリンク同期が行われている
とみなす。時間同期タイマが満了する、或いは作動されないと、端末と基地局はお互いに
同期が行われていないとみなしてランダムアクセスプリアンブルの伝送以外のアップリン
ク伝送は行われない。
【０００６】
　然しながら、競合基盤のランダムアクセス過程では、競合可能性が常に存在して、ラン
ダムアクセス失敗が発生することがある。ランダムアクセス失敗にともなうアップリンク
同期化を遂行する方法が必要である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明が解決しようとする技術的課題は、無線通信システムにおいて競合基盤ランダム
アクセス過程を遂行する間、アップリンク同期化を遂行する方法を提供することである。
【０００８】
　本発明が解決しようとする他の技術的課題は、無線通信システムにおいて誤ったアップ
リンク同期化によって他の端末への干渉を避ける方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　一態様において、無線通信システムにおいてアップリンク同期化を遂行する方法が提供
される。前記方法は、ランダムアクセスプリアンブルの集合から任意に選択されたランダ
ムアクセスプリアンブルを伝送して、前記ランダムアクセスプリアンブルに対応するラン
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ダムアクセスプリアンブル識別子とアップリンク同期化のための時間補正値(time　align
ment　value)とを含むランダムアクセス応答を受信して、前記時間補正値を適用した後に
時間同期タイマ(time　alignment　timer)を開始して、前記ランダムアクセス応答を受信
した後に競合解決タイマを開始し、前記競合解決タイマが満了する時、競合解決が成功し
ていないことであり、及び前記競合解決タイマが満了する時、前記時間同期タイマを中断
することを含む。
【００１０】
　前記方法は、固有識別子を含むスケジューリングされたメッセージを伝送して、及び前
記固有識別子に対応する競合解決識別子を含む競合解決メッセージを受信する時、競合解
決タイマを中断することをさらに含むことができる。前記競合解決タイマは、前記スケジ
ューリングされたメッセージを伝送する時開始されることができる。
【００１１】
　他の態様において、無線通信システムにおいてアップリンク同期化を遂行する方法が提
供される。前記方法は、ランダムアクセスプリアンブルの集合から任意に選択されたラン
ダムアクセスプリアンブルを伝送して、前記ランダムアクセスプリアンブルに対応するラ
ンダムアクセスプリアンブルを含むランダムアクセス応答を受信して、前記ランダムアク
セス応答を受信した後に時間同期タイマを開始して、及び競合解決が成功していないと、
前記時間同期タイマを中断することを含む。
　本発明は、例えば、以下も提供する。
（項目１）
無線通信システムにおいてアップリンク同期化を遂行する方法において、
ランダムアクセスプリアンブルの集合から任意に選択されたランダムアクセスプリアンブ
ルを伝送して；
前記ランダムアクセスプリアンブルに対応するランダムアクセスプリアンブル識別子とア
ップリンク同期化のための時間補正値(time　alignment　value)とを含むランダムアクセ
ス応答を受信して；
前記時間補正値を適用した後に時間同期タイマ(time　alignment　timer)を開始して；
前記ランダムアクセス応答を受信した後に競合解決タイマを開始し、前記競合解決タイマ
が満了する時、競合解決が成功していないことであり；及び、
前記競合解決タイマが満了する時、前記時間同期タイマを中断することを含む方法。
（項目２）
固有識別子を含むスケジューリングされたメッセージを伝送して；及び、
前記固有識別子に対応する競合解決識別子を含む競合解決メッセージを受信する時、競合
解決タイマを中断することをさらに含む項目１に記載の方法。
（項目３）
前記競合解決タイマは、前記スケジューリングされたメッセージを伝送する時開始される
項目２に記載の方法。
（項目４）
前記ランダムアクセス応答は、アップリンク無線資源割当をさらに含み、前記スケジュー
リングされたメッセージは、前記アップリンク無線資源割当を介して伝送される項目２に
記載の方法。
（項目５）
無線通信システムにおいてアップリンク同期化を遂行する方法において、
ランダムアクセスプリアンブルの集合から任意に選択されたランダムアクセスプリアンブ
ルを伝送して；
前記ランダムアクセスプリアンブルに対応するランダムアクセスプリアンブルを含むラン
ダムアクセス応答を受信して；
前記ランダムアクセス応答を受信した後に時間同期タイマを開始して；及び、
競合解決が成功していないと、前記時間同期タイマを中断することを含む方法。
（項目６）
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前記ランダムアクセス応答を介して受信されるアップリンク同期化のための時間同期値を
処理することをさらに含む項目５に記載の方法。
（項目７）
前記競合解決は、競合解決タイマが満了すると成功していないことである項目５に記載の
方法。
（項目８）
前記競合解決タイマは、前記ランダムアクセス応答を受信した後に開始される項目７に記
載の方法。
（項目９）
前記ランダムアクセス応答を受信した後に固有識別子を含むスケジューリングされたメッ
セージを伝送することをさらに含む項目５に記載の方法。
（項目１０）
前記競合解決は、前記固有識別子に対応する競合解決識別子を含む競合解決メッセージが
受信されないと成功していないことである項目９に記載の方法。
（項目１１）
前記スケジューリングされたメッセージを伝送する時、競合解決タイマを開始し、前記競
合解決タイマが満了する時まで前記競合解決メッセージが受信されないと前記競合解決は
成功していないことである項目１０に記載の方法。
（項目１２）
前記スケジューリングされたタイマを伝送する時、競合解決タイマを開始し、前記競合解
決タイマが満了する前に、前記ランダムアクセス応答に含まれる臨時Ｃ-ＲＮＴＩにより
アドレスされたＰＤＣＣＨにより指示される競合解決メッセージが、前記固有識別子に対
応されない競合解決識別子を含む時、前記競合解決は成功していないことである項目１０
に記載の方法。
【発明の効果】
【００１２】
　ランダムアクセス過程中に競合解決が成功的でないとしても誤ったアップリンク同期化
を防止する。従って、他の端末への干渉を緩和して、サービスが遅れることを防止するこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】無線通信システムを示したブロック図である。
【図２】Ｅ-ＵＴＲＡＮとＥＰＣとの間の機能分割(functional　split)を示したブロック
図である。
【図３】端末の要素を示したブロック図である。
【図４】使用者平面(user　plane)に対する無線プロトコル構造(radio　protocol　archi
tecture)を示したブロック図である。
【図５】制御平面(contro　lplane)に対する無線プロトコル構造を示したブロック図であ
る。
【図６】ランダムアクセス過程に対するフローチャートである。
【図７】本発明の一実施例に係るアップリンク同期化を遂行する方法を示すフローチャー
トである。
【図８】本発明の他の実施例に係るアップリンク同期化を遂行する方法を示すフローチャ
ートである。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　図１は、無線通信システムを示したブロック図である。これはＥ-ＵＭＴＳ(Evolved-Un
iversal　Mobile　Telecommunications　System)の網構造であってもよい。Ｅ-ＵＭＴＳ
システムは、ＬＴＥ(Long　Term　Evolution)システムと呼ぶこともできる。無線通信シ
ステムは、音声、パケットデータなどのような多様な通信サービスを提供するために広く
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配置される。
【００１５】
　図１を参照すると、Ｅ-ＵＴＲＡＮ(Evolved-UMTS　Terrestrial　Radio　Access　Netw
ork)は、制御平面(control　plane)と使用者平面(user　plane)とを提供する基地局(２０
；Base　Station、BS)を含む。
【００１６】
　端末(１０；User　Equipment、UE)は、固定される、或いは移動性を有することができ
て、ＭＳ(Mobile　station)、ＵＴ(User　Terminal)、ＳＳ(Subscriber　Station)、無線
機器(Wireless　Device)等、他の用語とも呼ばれることがある。基地局(２０)は、一般的
に端末(１０)と通信する固定された地点(fixed　station)をいい、ｅＮＢ(evolved-NodeB
)、ＢＴＳ(Base　Transceiver　System)、アクセスポイント(Access　Point)等、他の用
語とも呼ばれることがある。一つの基地局(２０)には一つ以上のセルが存在してもよい。
基地局(２０)間には使用者トラフィックあるいは制御トラフィック伝送のためのインター
フェースが使われてもよい。以下、ダウンリンク(downlink)は、基地局(２０)から端末(
１０)への通信を意味して、アップリンク(uplink)は、端末(１０)から基地局(２０)への
通信を意味する。
【００１７】
　基地局(２０)は、Ｘ２インターフェースを介してお互いに連結される。基地局(２０)は
、Ｓ１インターフェースを介してＥＰＣ(Evolved　Packet　Core)、より詳しくは、ＭＭ
Ｅ(Mobility　Management　Entity)/Ｓ-ＧＷ(Serving　Gateway、３０)と連結される。Ｓ
１インターフェースは、基地局(２０)とＭＭＥ/ＳＡＥゲートウェー(３０)との間に多数-
対-多数の関係(many-to-many-relation)を支援する。
【００１８】
　図２は、Ｅ-ＵＴＲＡＮとＥＰＣとの間の機能分割(functional　split)を示したブロッ
ク図である。
【００１９】
　図２を参照すると、斜線を引いたブロックは、無線プロトコル階層(radio　protocol　
layer)を示して、斜線を引いていないブロックは、制御平面の機能的個体(functional　e
ntity)を示す。
【００２０】
　基地局は、次のような機能を遂行する。(１)無線ベアラ制御(Radio　Bearer　Control)
、無線許可制御(Radio　Admission　Control)、連結移動性制御(Connection　Mobility　
Control)、端末への動的資源割当(dynamic　resource　allocation)のような無線資源管
理(Radio　Resource　Management；RRM)機能、(２)ＩＰ(Internet　Protocol)ヘッダ圧縮
及び使用者データストリームの解読(encryption)、(３)Ｓ-ＧＷへの使用者平面データの
ルーティング(routing)、(４)ページング(paging)メッセージのスケジューリング及び伝
送、(５)ブロードキャスト(broadcast)情報のスケジューリング及び伝送、(６)移動性と
スケジューリングのための測定と測定報告設定。
【００２１】
　ＭＭＥは、次のような機能を遂行する。(１)基地局らにページングメッセージの分散、
(２)保安制御(Security　Control)、(３)アイドル状態移動性制御(Idle　State　Mobilit
y　Control)、(４)ＳＡＥベアラ制御、(５)ＮＡＳ(Non-Access　Stratum)シグナリングの
暗号化(Ciphering)及び無欠保護(Integrity　Protection)。
【００２２】
　Ｓ-ＧＷは、次のような機能を遂行する。(１)ページングに対する使用者平面パケット
の終点(termination)、(２)端末移動性の支援のための使用者平面スイッチング。
【００２３】
　図３は、端末の要素を示したブロック図である。端末(５０)は、プロセッサ(processor
、５１)、メモリ(memory、５２)、ＲＦ部(RF　unit、５３)、ディスプレー部(display　u
nit、５４)、使用者インターフェース部(user　interface　unit、５５)を含む。プロセ
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ッサ(５１)は、無線インターフェースプロトコルの階層が具現されて、制御平面と使用者
平面を提供する。各階層の機能は、プロセッサ(５１)を介して具現されることができる。
メモリ(５２)は、プロセッサ(５１)と連結されて、端末駆動システム、アプリケーション
及び一般的なファイルを格納する。ディスプレー部(５４)は、端末の多様な情報をディス
プレーして、ＬＣＤ(Liquid　Crystal　Display)、ＯＬＥＤ(Organic　Light　Emitting
　Diodes)等よく知られた要素を使用することができる。使用者インターフェース部(５５
)は、キーパッドやタッチスクリーンなどよく知られた使用者インターフェースの組合せ
によりなることができる。ＲＦ部(５３)は、プロセッサと連結されて、無線信号(radio　
signal)を送信及び/または受信する。
【００２４】
　端末とネットワークとの間の無線インターフェースプロトコル(radio　interface　pro
tocol)の階層は、通信システムにおいて広く知られた開放型システム間相互接続(Open　S
ystem　Interconnection；OSI)モデルの下位３個階層に基づいてＬ１(第１階層)、Ｌ２(
第２階層)、Ｌ３(第３階層)に区分されることができる。このうち第１階層に属する物理
階層は、物理チャネル(physical　channel)を用いた情報伝送サービス(information　tra
nsfer　service)を提供して、第３階層に位置する無線資源制御(radio　resource　contr
ol；以下、RRCという)階層は、端末とネットワークとの間に無線資源を制御する役割を遂
行する。このためにＲＲＣ階層は、端末とネットワークとの間にＲＲＣメッセージをお互
いに交換する。
【００２５】
　図４は、使用者平面(user　plane)に対する無線プロトコル構造(radio　protocol　arc
hitecture)を示したブロック図である。図５は、制御平面(control　plane)に対する無線
プロトコル構造を示したブロック図である。これは端末とＥ-ＵＴＲＡＮとの間の無線イ
ンターフェースプロトコルの構造を示す。データ平面は、使用者データ伝送のためのプロ
トコルスタック(protocol　stack)であり、制御平面は、制御信号伝送のためのプロトコ
ルスタックである。
【００２６】
　図４及び図５を参照すると、第１階層である物理階層(PHY(physical)　layer)は、物理
チャネル(physical　channel)を用いて上位階層に情報伝送サービス(information　trans
fer　service)を提供する。物理階層は、上位にある媒体接続制御(Medium　access　Cont
rol；ＭＡＣ)階層とは伝送チャネル(transport　channel)を介して連結されており、この
伝送チャネルを介してＭＡＣ階層と物理階層との間のデータが移動する。また、相異する
物理階層間、即ち、送信側と受信側の物理階層間は物理チャネルを介してデータが移動す
る。前記物理チャネルは、ＯＦＤＭ(Orthogonal　Frequency　Division　Multiplexing)
方式に変調されて、時間と周波数を無線資源として活用することができる。
【００２７】
　第２階層のＭＡＣ階層は、論理チャネル(logical　channel)を介して上位階層である無
線リンク制御(Radio　Link　Control；RLC)階層にサービスを提供する。第２階層のＲＬ
Ｃ階層は、信頼性のあるデータの伝送を支援する。ＲＬＣ階層にはデータの伝送方法に従
って透明モード(Transparent　Mode、TM)、非確認モード(Unacknowledged　Mode、UM)及
び確認モード(Acknowledged　Mode、AM)の三つの動作モードが存在する。ＡＭ　ＲＬＣは
、両方向データ伝送サービスを提供して、ＲＬＣ　ＰＤＵ(Protocol　Data　Unit)の伝送
失敗時再伝送を支援する。
【００２８】
　第２階層のＰＤＣＰ(Packet　Data　Convergence　Protocol)階層は、ＩＰｖ４やＩＰ
ｖ６のようなＩＰ(InternetProtocol)パケット伝送時に帯域幅が小さい無線区間で効率的
にパケットを伝送するために相対的に大きさが大きくて不必要な制御情報を含んでいるＩ
Ｐパケットヘッダサイズを減らすヘッダ圧縮(header　compression)機能を遂行する。
【００２９】
　第３階層の無線資源制御(Radio　Resource　Control；以下、RRC)階層は制御平面での
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み定義される。ＲＲＣ階層は、無線ベアラ(Radio　Bearer；RB)の設定(configuration)、
再設定(re-configuration)及び解除(release)と関連して論理チャネル、伝送チャネル及
び物理チャネルの制御を担当する。ＲＢは、端末とＥ-ＵＴＲＡＮとの間のデータ伝達の
ために第２階層により提供されるサービスを意味する。端末のＲＲＣとネットワークのＲ
ＲＣとの間にＲＲＣ連結(RRC　Connection)がある場合、端末は、ＲＲＣ連結モード(RRC
　Connected　Mode)にあるようになり、そうでない場合、ＲＲＣアイドルモード(RRC　Id
le　Mode)にあるようになる。
【００３０】
　ＲＲＣ階層上位に位置するＮＡＳ(Non-Access　Stratum)階層は、連結管理(Session　M
anagement)と移動性管理(Mobility　Management)などの機能を遂行する。
【００３１】
　ネットワークから端末にデータを伝送するダウンリンク伝送チャネル(transport　chan
nel)には、システム情報(System　Information)を伝送するＢＣＨ(Broadcast　Channel)
、使用者トラフィックや制御メッセージを伝送するＤＬ-ＳＣＨ(Downlink-Shared　Chann
el)などがある。ダウンリンクマルチキャストまたはブロードキャストサービスのトラフ
ィックまたは制御メッセージの場合、ＤＬ-ＳＣＨを介して伝送されることもあり、また
はダウンリンクＭＣＨ(Multicast　Channel)を介して伝送されることもある。端末からネ
ットワークにデータを伝送するアップリンク伝送チャネルには、初期制御メッセージを伝
送するＲＡＣＨ(Random　access　Channel)と使用者トラフィックや制御メッセージを伝
送するＵＬ-ＳＣＨ(Uplink-Shared　Channel)がある。
【００３２】
　ダウンリンク伝送チャネルにマッピングされるダウンリンク物理チャネルには、ＢＣＨ
の情報を伝送するＰＢＣＨ(Physical　Broadcast　Channel)、ＭＣＨの情報を伝送するＰ
ＭＣＨ(Physical　Multicast　Channel)、ＰＣＨとＤＬ-ＳＣＨの情報を伝送するＰＤＳ
ＣＨ(Physical　Downlink　shared　Channel)、また、ダウンリンクまたはアップリンク
無線資源割当情報(DL/UL　Scheduling　Grant)等のように、第１階層と第２階層で提供す
る制御情報を伝送するＰＤＣＣＨ(Physical　Downlink　Control　Channel)がある。ＰＤ
ＣＣＨは、ダウンリンクＬ１/Ｌ２制御チャネルともいう。アップリンク伝送チャネルに
マッピングされるアップリンク物理チャネルには、ＵＬ-ＳＣＨの情報を伝送するＰＵＳ
ＣＨ(PhysicalUplink　Shared　Channel)、ＲＡＣＨ情報を伝送するＰＲＡＣＨ(Physical
　Random　access　Channel)、また、ＨＡＲＱ　ＡＣＫ/ＮＡＣＫ信号、スケジューリン
グ要請(Scheduling　Request)信号、ＣＱＩ(Channel　Quality　Indicator)などのように
、第１階層と第２階層で提供する制御情報を伝送するＰＵＣＣＨ(Physical　Uplink　Con
trol　Channel)がある。
【００３３】
　以下、ランダムアクセス過程を説明する。端末は、(１)初期接続過程、(２)ハンドオー
バー過程、(３)時間同期が合わない端末にダウンリンクデータを伝送する過程、(４)時間
同期が合わない端末がアップリンクにデータを伝送する過程、及び(５)無線連結の障害発
生時、復旧過程でランダムアクセスを遂行するようになる。
【００３４】
　図６は、ランダムアクセス過程に対するフローチャートである。
【００３５】
　図６を参照すると、段階Ｓ１１０で、端末は、基地局から伝送されたシステム情報を用
いてランダムアクセスプリアンブル(Random　access　Preamble)を選択されたＰＲＡＣＨ
資源(PRACH　resource)を介して基地局に伝送する。システム情報は、可能なランダムア
クセスプリアンブルの集合に関する情報を含んだ。端末は、ランダムアクセスプリアンブ
ルの集合から任意に選択されたランダムアクセスプリアンブルを伝送する。
【００３６】
　段階Ｓ１２０で、基地局は、ランダムアクセス応答(RandoＭＡＣcessResponse)をＤＬ-
ＳＣＨ上に伝送する。ランダムアクセス応答は、端末のアップリンク同期化のための時間
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補正値(Time　Alignment　Value)、アップリンク無線資源割当情報、ランダムアクセスを
遂行する端末を識別するために受信したランダムアクセスプリアンブルのインデックス及
び臨時(Temporary)Ｃ-ＲＮＴＩ(Cell-Radio　Network　Temporary　Identity)のような端
末の臨時識別子を含む。
【００３７】
　段階Ｓ１３０で、端末は、前記時間補正値を適用して、前記アップリンク無線資源割当
情報を用いて端末固有識別子を含むスケジューリングされたメッセージを基地局に伝送す
る(Ｓ１３０)。ここで、端末固有識別子は、Ｃ-ＲＮＴＩ、Ｓ-ＴＭＳＩ(SAE　Temporary
　Mobile　Station　Identifier)、または上位階層識別子であってもよい。固有識別子は
、競合解決のために使われるため、競合解決識別子(Contention　Resolution　Identifie
r)ともいう。
【００３８】
　段階Ｓ１４０で、基地局は、スケジューリングされたメッセージを受信した後に、前記
端末固有識別子を含む競合解決(Contention　Resolution)メッセージを端末に伝送する。
【００３９】
　ランダムアクセス過程で、競合は、可能なランダムアクセスプリアンブルの数が有限す
るため発生する。セル内の全ての端末に固有のランダムアクセスプリアンブルを付与する
ことができないため、端末は、可能なランダムアクセスプリアンブルの集合のうち任意に
一つのランダムアクセスプリアンブルを選択して伝送する。これに伴って同じＰＲＡＣＨ
資源を介して二つ以上の端末が同じランダムアクセスプリアンブルを選択して伝送するこ
とができる。これは競合の発生した場合である。ランダムアクセスプリアンブルを受信し
た基地局は、競合如何が分からない状態で前記ランダムアクセスプリアンブルに対するラ
ンダムアクセス応答を伝送する。然しながら、競合が発生したため、二つ以上の端末が同
じランダムアクセス応答を受信するようになり、前記端末は、前記ランダムアクセス応答
に含まれた情報に基づいてスケジューリングされたメッセージを各々伝送する。これはラ
ンダムアクセス応答に含まれたアップリンク無線資源割当情報を介して二つ以上の端末が
、相異するスケジューリングされたメッセージを伝送することを意味する。このとき、ス
ケジューリングされたメッセージの伝送は全て成功するか、端末の位置または伝送パワー
に従って特定端末のスケジューリングされたメッセージのみ基地局が成功的に受信する。
スケジューリングされたメッセージを基地局で成功的に受信した場合、基地局は、スケジ
ューリングされたメッセージに含まれた端末固有識別子を用いて競合解決メッセージを伝
送する。自分の端末固有識別子を受信した端末は、競合解決が成功的であることが分かる
。競合基盤のランダムアクセス過程で、端末が競合の失敗または成功如何が分かるように
することが競合解決(Contention　Resolution)という。
【００４０】
　競合解決のために競合解決タイマを用いる。競合解決タイマは、ランダムアクセス応答
を受信した後に始まる。競合解決タイマは、端末がスケジューリングされたメッセージを
伝送する時、始まることができる。競合解決タイマが満了すると、競合解決が成功的でな
いと判断して、新しいランダムアクセス過程を開始する。自分の固有識別子を含む競合解
決メッセージを受信すると、競合解決タイマは中断され(stop)、競合解決が成功的である
と判断する。もし、端末がランダムアクセス過程前に既にＣ-ＲＮＴＩのような固有のセ
ル識別子を有しているならば、端末は、自分のセル識別子を含むスケジューリングされた
メッセージを基地局に伝送した後、競合解決タイマを始める。競合解決タイマが満了する
前に自分のセル識別子によりアドレスされる(address)ＰＤＣＣＨを受信すると、端末は
、自分が競合で成功したと判断してランダムアクセス過程を正常に終えるようになる。ま
たは、端末がＣ-ＲＮＴＩを有していない場合、上位階層識別子を固有識別子として使用
することができる。端末は、上位階層識別子を含むスケジューリングメッセージを伝送し
た後、競合解決タイマを始める。競合解決タイマが満了する前に自分の上位識別子を含ん
だ競合解決メッセージをＤＬ-ＳＣＨ上に受信した場合、端末は、ランダムアクセス過程
が成功したと判断する。前記競合解決メッセージは、臨時Ｃ-ＲＮＴＩによりアドレスさ
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れたＰＤＣＣＨを用いて受信する。然しながら、競合解決タイマが満了する時まで自分の
固有識別子を含んだ競合解決メッセージをＤＬ-ＳＣＨ上に受信することができないと、
端末は競合で失敗したと判断する。
【００４１】
　以下、アップリンク同期化のための時間補正(Time　Alignment)に対して記述する。Ｏ
ＦＤＭ(Orthogonal　Frequency　Division　Multiplex)基盤のシステムにおいては使用者
間の干渉を最小化するために端末と基地局との間の時間同期を合わせることが重要である
。
【００４２】
　ランダムアクセス過程は、アップリンクの時間同期化のための一つの方法である。即ち
、基地局は、端末が伝送するランダムアクセスプリアンブルを介して時間補正値を測定し
て、時間補正値をランダムアクセス応答を介して端末に提供する。ランダムアクセス応答
を受信した端末は、前記時間補正値を適用させて、時間同期タイマ(Time　alignment　ti
mer)を始める。時間同期タイマの作動中には端末と基地局との間の時間同期が維持されて
おり、時間同期タイマが満了される、或いは作動しないと、端末と基地局との間の時間同
期が維持されないとみなす。時間同期タイマが満了される、或いは動作しないと、端末は
ランダムアクセスプリアンブル伝送以外には如何なるアップリンク伝送もすることができ
ない。
【００４３】
　ランダムアクセス遂行過程で競合が発生すると、端末が誤った時間補正値を適用するこ
とができる。端末がランダムアクセスプリアンブルを伝送する前に端末と基地局との間の
時間同期が合わない場合、作動中である時間同期タイマによってアップリンクへの誤った
伝送をすることがある。
【００４４】
　まず、端末と基地局との間のアップリンク同期化が行われない状態で端末が任意に選択
したランダムアクセスプリアンブルを基地局に伝送して、前記ランダムアクセスプリアン
ブルに対するランダムアクセス応答を受信する。競合が発生するとしても、端末はランダ
ムアクセス応答を受信することができる。このとき、前記端末は、競合が発生したか否か
が分からないため、受信されたランダムアクセス応答に含まれた時間補正値を自分に適用
させて、時間同期タイマを始める。次いで、端末は、自分の固有識別子を含んだスケジュ
ーリングされたメッセージを基地局に伝送して、競合解決タイマを始める。前記競合解決
タイマが満了する時まで、端末は、自分の固有識別子によりアドレスされた競合解決メッ
セージを受信することができないと、端末は、ランダムアクセス過程を再試図するように
なる。然しながら、時間同期タイマは、作動し続けているため、基地局でダウンリンクデ
ータを伝送するようになると、アップリンク同期が合わない状態にも拘わらず、端末は、
作動中である時間同期タイマによってアップリンク同期が合うと判断して、アップリンク
データを伝送することができる。これは誤ったアップリンク同期化による他の使用者の伝
送に干渉を起こすことがある。
【００４５】
　図７は、本発明の一実施例に係るアップリンク同期化を遂行する方法を示すフローチャ
ートである。まず、端末は、時間同期タイマが満了される、或いは時間同期タイマが作動
しない状態である。これは、端末がネットワークに初期に進入しようとする時や、無線リ
ンク失敗(Radio　Link　Failure)によるセルの再探索を遂行する時、競合基盤ランダムア
クセス過程を始める場合である。
【００４６】
　図７を参考すると、段階Ｓ２１０で、端末は、任意に選択したランダムアクセスプリア
ンブルを基地局に伝送する。段階Ｓ２２０で、基地局は、前記ランダムアクセスプリアン
ブルに対する応答としてランダムアクセス応答を端末に伝送する。前記ランダムアクセス
応答は、アップリンク無線資源割当情報、ランダムアクセスプリアンブル識別子、時間補
正値、臨時(temporaty)Ｃ-ＲＮＴＩを含む。段階Ｓ２３０で、端末は、前記ランダムアク
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セス応答に含まれた時間補正値を適用し、時間同期タイマを始める。
【００４７】
　段階Ｓ２４０で、端末は、ランダムアクセス応答に含まれたアップリンク無線資源割当
情報を介して、固有識別子を含んだスケジューリングされたメッセージを基地局に伝送す
る。段階Ｓ２５０で、端末は、前記スケジューリングされたメッセージを伝送した後、競
合解決タイマを始める。
【００４８】
　段階Ｓ２６０で、前記競合解決タイマが満了する時まで、端末が、自分の固有識別子を
含んだ競合解決メッセージを受信しない場合、端末は、時間同期タイマを中断する。この
とき、端末は、競合で失敗したと判断して、ランダムアクセス過程を再試図することがで
きる。
【００４９】
　ランダムアクセス失敗が発生すると、端末は、以前に作動させた時間同期タイマを中断
する。以前に受信した時間補正値が他の端末のための値である場合があるためである。従
って、時間同期タイマを中断することによって、誤った時間同期補正値を用いたアップリ
ンク伝送を禁止する。
【００５０】
　図８は、本発明の他の実施例に係るアップリンク同期化を遂行する方法を示すフローチ
ャートである。
【００５１】
　図８を参考すると、段階Ｓ３１０で、端末は、任意に選択されたランダムアクセスプリ
アンブルを基地局に伝送する(Ｓ３１０)。段階Ｓ３２０で、基地局は、ランダムアクセス
プリアンブルに対する応答としてランダムアクセス応答を端末に伝送する。前記ランダム
アクセス応答は、ランダムアクセスプリアンブル識別子及び臨時Ｃ-ＲＮＴＩを含む。段
階Ｓ３３０で、端末は、時間補正値を適用して、時間同期タイマを始める。段階Ｓ３４０
で、端末は、ランダムアクセス応答に含まれたアップリンク無線資源割当情報を介して固
有識別子を含むスケジューリングされたメッセージを基地局に伝送する。段階Ｓ３５０で
、前記スケジューリングされたメッセージを伝送した後、端末は競合解決タイマを始める
。
【００５２】
　段階Ｓ３６０で、競合解決タイマが満了する前に、端末は、臨時Ｃ-ＲＮＴＩによりア
ドレスされた(addressed)ＰＤＣＣＨにより指示される競合解決メッセージを受信する。
競合解決メッセージは競合解決識別子を含む。段階Ｓ３７０で、端末は、競合解決識別子
を介して競合の成功如何を判断する。例えば、前記競合解決識別子(Contention　Resolut
ion　Identifier)とスケジューリングされたメッセージに含まれる識別子とを比較して、
両識別子を比較する。両識別子が一致しない場合、競合から失敗したと判断する。
【００５３】
　段階Ｓ３８０で、競合が成功していないと判断した場合、端末は、時間同期タイマを中
断する。このとき、端末は、ランダムアクセス過程を再試図する、或いは上位階層に失敗
事実を通報することができる。
【００５４】
　ランダムアクセス遂行過程で、端末が競合に失敗した場合、動作中である時間同期タイ
マを中断する。アップリンク同期が合わない場合にも時間同期タイマが作動し続けること
によって発生する問題点を解決することができる。
【００５５】
　本発明は、ハードウェア、ソフトウェアまたはこれらの組合せにより具現されることが
できる。ハードウェア具現において、前述した機能を遂行するためにデザインされたＡＳ
ＩＣ(application　specific　integrated　circuit)、ＤＳＰ(digital　signal　proces
sing)、ＰＬＤ(programmable　logic　device)、ＦＰＧＡ(field　programmable　gate　
array)、プロセッサ、制御機、マイクロプロセッサ、他の電子ユニットまたはこれらの組
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合せにより具現されることができる。ソフトウェア具現において、前述した機能を遂行す
るモジュールにより具現されることができる。ソフトウェアは、メモリユニットに格納さ
れることができて、プロセッサにより実行される。メモリユニットやプロセッサは、当業
者によく知られた多様な手段を採用してもよい。
【００５６】
　以上、本発明の望ましい実施例に対して詳細に記述したが、本発明が属する技術分野に
おいて通常の知識を有する者であれば、添付請求範囲に定義された本発明の精神及び範囲
を外れない限り、本発明を多様な変形または、変更して実施することができる。従って、
本発明の今後の実施例の変更は本発明の技術を外れることができない。
【符号の説明】
【００５７】
１０、５０　端末
２０　基地局
５１　プロセッサ
５１　メモリ
５３　ＲＦ部
５４　ディスプレー部
５５　使用者インターフェース部

【図１】 【図２】
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